
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度  

10月号 

★教育目標 郷土を愛し、未来を築く人間の育成 
・健康な生徒（体）  ・創造する生徒（知）   

・実行する生徒（意）  ・感動する生徒（徳・情） 

★重点教育目標  

「互いに認め合い、高め合う生徒」の育成」 

二海郡八雲町東雲町 31 番地１  

  E-mail : yakumo-jh@town.yakumo.hokkaido.jp  

「プレゼンの秋 in 八雲中！～ 探究学習の追求！！ ～」 

校長 増 田 正 弘 

晩秋の候、ホットドリンクが恋しくなる頃、冷たい空気が肌を撫で、日暮れの時 

間が一層早く感じられるこの時期、八雲町のところどころには落ち葉が積もり、歩 

くたびに心地よい音を響かせます。 

 八雲中学校では、Google For Education パートナー自治体プログラムを通じて、Google 社の方

からのプレゼンテーションにかかるレクチャーを受けてきました。３年生は、いわゆる Google

授業での成果を発揮する発表会が行われました。３年生一人一人が考え、探究した内容を１年、

２年生にプレゼンしました。プレゼンは、クロームブックを使用し、そして６２インチのモニタ

ーを活用しながら、自分の「こだわり」の説明を３分程度で発表しました。その発表内容の完成

までの過程で、どんな特徴があるのかなど深く調べる検索力、見やすくまとめる力やわかりやす

く伝える力など、今まで学んだことを活かし、また、話し方や声の大きさ等、これまでのアドバ 

イスを活かして、堂々と発表することができました。 

プレゼン力が昨年より向上しているとの感想もいただきました。Google 社 

の方からの授業はもちろんですが、生徒たちが身に付けた力（プレゼン力、 

発表力、思考力・判断力・表現力等）は、各学級活動、そして、国語の授業 

を中心とした横断的に行われた学習活動の中でも培われました。プレゼン発 

表会で Google 社の方から講評をいただきました。その中で、Steal With Pride.というフレーズで

教えていただいたことが印象に残りました。プレゼンの準備をする中、「いいことや参考にする

ことは真似て、自分の中に取り入れる。」という意味です。省略して SWP と言うこともあるそう

です。他教科の学習等でも同じことがいえると思いました。３年生が身に付けたプレゼン力には、

いろいろなものが混在しています。八雲中学校だからこそできた学習、そして、八雲中学校の「強

み」となりつつあります。 

次の日、２年生が、Google 社の方からレクチャーを受けました。これからは２年生です。自分

の「推し」を見つけ、探究し、そして、それがどんなふうに社会に役立ったり、家族、友達、人々

の幸せに導いたりしていくかを探究して下さい。期待しています。これまで支援していただきま

した八雲町教育委員会、Google 社の講師の皆様に、心よりお礼を申し上げます。ありがとうござ

いました。 

群青 
八雲町立八雲中学校 


